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一般社団法人日本非破壊検査協会 

認証事業本部 

非破壊試験技術者資格試験（レベル１、レベル２）の 

新規受験申請から資格証明書取得までの概要 

 

 

 

 

 

 

 
ここでは非破壊試験技術者資格試験（JIS Z 2305：2013 に基づく認証制度）のレベル１

及びレベル２を初めて受験される方に、受験申請から資格証明書取得までの流れを簡単に

説明してあります。説明内容については簡略してある部分がありますので、受験を希望さ

れる方は協会ＨＰの「資格試験」のページの各案内を必ず確認してください。  
本紙は、レベル３用の説明は行っていません。レベル３受験希望者は、ＨＰ内の「資格試

験」ページの各案内を参照してください。  
※ 最新の合格率、試験概要につきましては協会ＨＰ➠「資格試験」➠「ＮＤＴフラッシュコーナー」

を参照してください。ただし、過去の記事については JIS Z 2305：2001 に基づく試験制度の記事が

大半となります。 

 

Step1 受験する科目を決めてください。 

資格には大きく 8 種類のＮＤＴ（非破壊試験）方法があり、レベルも３段階に分かれ

ています。レベルは数字が大きくなるほど上位資格となり難易度が上がります。  
ＮＤＴ方法がわからない方は「イラストで学ぶ非破壊検査入門」などの出版書籍を購入し、検討してくだ

さい。（協会ＨＰの書籍・試験片・頒布品から注文書をダウンロードできます） 

ＮＤＴ方法  略称  設定レベル  
放射線透過試験 ＲＴ 

レベル１、レベル２、レベル３ 

超音波探傷試験 ＵＴ 

磁気探傷試験 ＭＴ 

浸透探傷試験 ＰＴ 

渦電流探傷試験 ＥＴ 

ひずみゲージ試験 ＳＴ 

赤外線サーモグラフィ試験 ＴＴ レベル１、レベル２、レベル３※1

漏れ試験 ＬＴ レベル１、レベル２、レベル３  
※1：2025 年秋期試験より、ＴＴレベル３の資格試験を実施します。 

 

限定ＮＤＴ方法※ 2 略称  設定レベル  
超音波厚さ測定 ＵＭ レベル１ 
極間法磁気探傷検査 ＭＹ レベル１、レベル２ 
通電法磁気探傷検査 ＭＥ レベル１ 
溶剤除去性浸透探傷検査 ＰＤ レベル１、レベル２ 

※2：限定ＮＤＴ方法とは、ＮＤＴ方法の中の特定技術のみを対象とした試験となります。 
（例）ＭＹレベル 1 の資格者は、ＭＴレベル１の技術の中の「極間法磁気探傷検査」のみを習得した 

技術者とみなされます。 

 

＜料金改定 のお知らせ＞ 

2026 年より、認証関連の料金を改定いたします。詳細は協会ホームページにてご確認いただ

きますようお願いいたします。 

 

※「JIS Z 2305 非 破 壊 試 験 技 術 者 の認 証 制 度 に関 する料 金 改 定 のお知 らせ」（2025 年 6 月 2 日公表） 

   https://www.jsndi.jp/qualification/pdf/oshirase_20250602.pdf 
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Step２ 受験申請に必要な訓練時間を満たす訓練証明書を準備してください。 

  受験申請を行う条件として、各ＮＤＴ方法に訓練時間が設定されています。 

NDT 方法略称 レベル 1 
レベル 2 

レベル 1 資格保持者 レベル 1 資格非保持者

ＲＴ ４０時間 ８０時間 １２０時間 

ＵＴ ４０時間 ８０時間 １２０時間 

ＭＴ １６時間 ２４時間 ４０時間 

ＰＴ １６時間 ２４時間 ４０時間 

ＥＴ ４０時間 ４８時間 ８８時間 

ＳＴ １６時間 ２４時間 ４０時間 

ＴＴ ４０時間 ８０時間 １２０時間 

ＬＴ 
Ｂ-圧力法 ２４時間

４８時間
３２時間

７２時間
５６時間 

１２０時間
Ｃ-トレーサガス法 ２４時間 ４０時間 ６４時間 

ＵＭ ２０時間 － － 

ＭＹ ８時間 １６時間 ２４時間 

ＭＥ ８時間 － － 

ＰＤ ８時間 １６時間 ２４時間 
 

・訓練証明書とは訓練実施記録と訓練実施記録集計表を指します。 

・訓練証明書は実施日から５年間有効となります 

・訓練（講習会）は協会の業務課講習会係でも実施しています。受講希望者は、協会ＨＰの「教育活動・講

習会」にて日程を確認し、計画的に訓練を受けてください。社内等に訓練者がいる場合は社内教育を行い、

訓練者に訓練実施記録を準備してもらう方法も認めていますが、訓練内容が適切であることを証明する訓練

証明者（訓練を行うＮＤＴ方法のレベル２以上の資格保持者）が必要となります。 

 レベルごとの「 訓練シラバス 」に基づいた訓練を受けてください 

ＲＴ受験のために受ける訓練は、レベルごとに訓練シラバスが定められており、その

シラバスの内容の訓練を受けてください。訓練シラバスに記載のない訓練は、要求され

る訓練時間の対象にはなりませんので、ご注意ください。シラバスの各項目に規定され

た「最低限必要な訓練時間」を必ず満足させ、要求された訓練時間を満たすように訓練

を受けてください。 

※各レベルの訓練シラバスの詳細は、協会ＨＰの「新規訓練についての案内」にて 

ご案内しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

RＴレベル１の訓 練 シラバスにそって４０時 間 分 の訓 練 を受

けて訓練 実 施記録と訓 練実施 記録 集計表（RT1 用）を作

成してください。 

RＴレベル１を 
受験したい 

ＲＴレベル１資格非保持者の方は、次の (a)(b)両方

を作成し訓練時間の合計が１２０時間となるよう

に各レベルの訓練実施記録と訓練実施記録集計表

を作成してください。※１  
 
(a)RＴレベル１の訓 練 シラバスにそって４０時 間 分 の訓

練 を 受 け て 訓 練 実 施 記 録 と 訓 練 実 施 記 録 集 計 表

（RT1 用）を作成してください。 

(b)ＲＴレベル２の訓練シラバスにそって８０時間

の訓練を受けて訓練実施記録と訓 練 実 施 記 録 集 計

表（RT2 用）を作成してください。  

RT レベル２を 

受験したい 

ＲＴレベル１資格保持者の方はＲＴレベル２の訓練

シラバスにそって８０時間の訓練を受けて訓練実施

記録と訓 練 実 施 記 録 集 計 表 （RT2 用 ）を作成してくだ

さい。 



JSNDI EA1（Rev.20250701） 

 - 3 -

 ※１ＲＴレベル２の受験に要求される訓練は、ＲＴレベル１に要求される訓練が終了して

いることが前提ですので、直接レベル２を受験する場合は、ＲＴレベル１とＲＴレベル２

のそれぞれのレベルのシラバスにそった訓練実施記録と訓練実施記録集計表（計１２０時

間）が必要です。  

 

Step３ 受験申請書をダウンロードしてください。 

ＨＰに掲載される日程表で試験日と試験実施地区を確認し、受験可能であれば『新規

受験申請書』と『様式Ｖ-１ JIS Z 2305:2013「非破壊試験技術者の資格及び認証」

に関する視力検査証明書』をダウンロードしてください。  

 

Step４ 受験申請を行ってください。 

※一度申し込まれた受験申請について、キャンセルは認められませんのでご注意ください。 

受験申請書に必要事項を記入し顔写真※２（１枚）を貼り、ＮＤＴ方法ごとに必要な時

間を満たした訓練証明書と『様式Ｖ-１ JIS Z 2305:2013「非破壊試験技術者の資格

及び認証」に関する視力検査証明書』を添付のうえ、受験申請受付期間に簡易書留で

受験申請書を送ってください。 

   ※ ２
顔写真：申請書類に貼付する顔写真は、脱帽、正面、上半身（バックは無背景） 

縦 30 ㎜×横 24 ㎜、６か月以内に撮影したものを必ず使用してください。 

又、印画紙は写真専用のものを使用し明瞭なものに限ります。 

 

Step５ 受験票と請求書等の送付 

受験申請書の必要条件を満たし受理された方に対し、試験日の約２週間前、申請され

たＮＤＴ方法・レベル毎に封筒［受験票・調査票、受験会場地図、払込用紙（請求書）］

が郵送されます。申請した受験科目と試験会場であることを確認して、試験日までに

受験料を郵便局又はコンビニエンスストアで払込みしてください。 

受験料は 1ＮＤＴ方法・1 レベル 18,700 円（税込）です。 
（例）ＵＴレベル１，ＵＴレベル２を受験申請した方には、２通の封筒が届きます。 

各封筒に同封された払込用紙（請求書）でそれぞれ払込みしてください。［18,700 円（税込）×２件］ 

 

Step６ 受験票に顔写真の貼付と署名をしてください。 

JSNDI 認証事業本部より届いた受験票及び試験当日に回収される調査票それぞれに顔写

真※２（２枚）を貼り、署名欄に自筆署名を行って試験日に持参してください。 
＜注意＞本人と確認できない写真の場合は、試験当日に受験をお断りすることがありますのでご注意ください。 

 

Step７ 一次試験（筆記） 

  受験票に記載されている受験会場（日時）で一次試験を受けてください。 

  試験内容は、一般問題と専門問題があり、それぞれ 70％以上の得点が合格となります。 

 

Step８ 一次試験合否通知 

試験日から約１か月後に合否結果が送られます。 

合格した人は二次試験を受験することができます。合否通知に記載されている二次（実

技）試験の会場と日時を確認してください。合格者には二次試験の実施要領と会場地

図が同封されます。 

 

Step９ 二次試験（実技） 

一次試験で使用した受験票を持参し、合格通知書に記載された受験会場（日時）で 

二次試験を受けてください。各試験体で 70％以上の得点が合格となります。 

レベル２は NDT 指示書作成においても 70％以上の得点が必要です。 
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Step10 二次試験合否通知 

合否結果が送られます。（春期試験は７月下旬頃、秋期試験は１月下旬頃） 

合格した人には新規認証申請書が同封されます。 

 

Step11 新規認証申請書送付について 

合格通知書に同封された新規認証申請書に必要事項を記入し顔写真※ ２（１枚）を貼り、

期限日までに簡易書留で郵送してください。新規認証申請をするには住民票の写し※３

の提出とＮＤＴ方法ごとに指定された経験月数を満たしている必要があります。 
※ ３

他のＮＤＴの資格証明書を保持していない場合は、住民票の写し（コピー不可、発行日より 6 か月以内の

もの）が必要となります。 

 

    新規認証申請に必要な経験月数 

ＮＤＴ方法略称 レベル１ 
レベル２ 

レベル１資格保持者 レベル１資格非保持者 

ＲＴ 3 か月 9 か月 12 か月 

ＵＴ 3 か月 9 か月 12 か月 

ＭＴ 1 か月 3 か月 4 か月 

ＰＴ 1 か月 3 か月 4 か月 

ＥＴ 3 か月 9 か月 12 か月 

ＳＴ 1 か月 3 か月 4 か月 

ＴＴ 3 か月 9 か月 12 か月 

ＬＴ 3 か月 9 か月 12 か月 

ＵＭ 2 か月 - - 

ＭＹ 1 か月 2 か月 3 か月 

ＭＥ 1 か月 - - 

ＰＤ 1 か月 2 か月 3 か月 

  

 

 

Step12 新規認証申請に対する審査結果通知 

申請された審査結果が郵送されます。 

 

Step1３ 新規認証申請料 

審査の結果、適格となった方には、認証申請料 14,300 円（税込）の払込用紙（請

求書）が同封されますので支払いを行ってください。 

 

Step1４ 資格証明書送付 

資格証明書が協会より送られます。 

資格証明書は最初に登録してから５年間有効です。５年目を迎えるときに［更新］手

続きがありますので、書類手続きを行うと５年間（計 10 年間）延長されます。10 年

の有効期間の完了前、資格証明書の保持者は［再認証試験※3］に合格し手続きするこ

とにより、５年間有効の資格が発行されます。 

以降は［更新］→［再認証試験］→［更新］→・・・の繰り返しとなります。 
 

※ 310 年目を迎える有効期限の約半年前に、受験申請する機会が１回与えられる。（再認証試験に不合格とな

った者は、約６か月の間に２回の再認証再試験の受験機会が与えられる。） 
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◆ 試験～登録～更新～再認証試験の日程概略 ◆ 

 
 試験は春と秋の年２回実施しています。下記に日程概略を記しますので参考にしてください。ただし、

試験の流れ、料金、日程は規則改正、他の事情等により変わる可能性がありますので、必ず協会ＨＰに

て最新のものを確認してください。 

本資料は、JIS Z 2305:2013 に基づく内容です。規格の改正等により資格及び認証制度が改正された場

合、変更等もありますので予めご了解ください。 

＊料金改定のお知らせ（https://www.jsndi.jp/qualification/pdf/oshirase_20250602.pdf） 

Ｓｔｅｐ 
料金(税込) 

202 5 年 7 月 1 日 減 殺

新規試験 

春期試験 秋期試験 

１ 受験科目を決める 受験者各自で受験するＮＤＴ方法・レベルを決めて、必要な訓練を受けて

訓練証明書を準備しておく。 ２ 訓練証明書準備 

３ 受験申請書（ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ） 無料 1 月上旬～２月上旬 ７月上旬～８月上旬 

４ 受験申請書提出 － 1 月下旬～２月上旬 ７月下旬～８月上旬 

５ 
受験票送付 － ３月中旬 ９月中旬 

受験料払込み 18,700 円 試験日前日まで 試験日前日まで 

６ 受験票の準備 － 試験日前日まで 試験日前日まで 

７ 一次試験 － ３月下旬 ９月下旬 

８ 一次試験合否通知 － ４月下旬 10 月下旬 

９ 二次試験 － ５月上旬～６月下旬 11 月上旬～12 月下旬 

10 二次試験合否通知 － ７月下旬 １月下旬 

11 新規認証申請受付 － ７月下旬～８月上旬 １月下旬～２月上旬 

12 新規認証申請結果通知 － ９月上旬 ３月上旬 

13 認証申請料払込み 14,300 円 ９月 ３月 

14 資格証明書送付 － 

 

認証申請料入金後、所定日に 

資格証明書を発送 

（例）2016/10/01 有効開始 

   2021/09/30 有効期限 

 

認証申請料入金後、所定日に 

資格証明書を発送 

（例）2017/04/01 有効開始 

   2022/03/31 有効期限 

合 計 33,000 円 １ＮＤＴ方法・レベル取得につき必要な受験及び登録費用。

更新手続き 7,700 円
有効開始５年目 

（例）2016/10/01 有効開始 

  2021/09/30 有効期限 

有効開始５年目 

（例）2017/04/01 有効開始 

  2022/03/31 有効期限 

再認証試験 

 

10 年目を迎える有効期限の約半年前

に、受験する機会が１回与えられる。

（再認証試験に不合格となった者は、

約６か月の間に２回の再認証再試験

の受験機会が与えられる。） 

※再認証の試験時期は新規試験の受

験時期と異なります。 

 

18,700 円

 （1 回） 

有効開始 10 年目 

受験機会 

（例）2021/09/30 有効期限 

2021 年春期に再認証試験 

有効開始 10 年目 

受験機会 

（例）2022/03/31 有効期限 

2021 年秋期に再認証試験  

再認証登録手続き 14,300 円

有効期間５年 

（例）2021/10/01 有効開始 

   2026/09/30 有効期限 

有効期間５年 

（例）2022/04/01 有効開始 

   2027/03/31 有効期限 

以降は５年周期で 

更新と再認証（試験）の繰り返し － 
 

●  

●  

●  

 

 

●  

●  

●  

 


